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新講座rテーマ講座」の利点と問題点
　一大学教育に新しい講座「テーマ講座」を導入する際の教育
　的効果と、それにともなう主催者、聴講者、設備の問題点一
的場哲朗
　「話を聞くなんて、だれにだってできるじゃ
ないかって。でもそれはまちがいです。ほんと
うに聞くことのできる人は、めったにいないも
のです。」
　　　　　　　ミヒャエル・エンデ『モモ』
はじめに 狙いと構造
　1994年9月5日（月曜日）から10日（土曜日）まで、一般教育科目・総合
の新設科目として、「テーマ講座」を開催した。本年のテーマは「わたしと
『現代』」である。受講学生95名。講師計6名。講座の詳しい日程などは下記
（1，テーマ講座の具体的な展開）を参照のこと。
　本講座は、昨年度スタートした英語科の新設科目「テーマ講座」（向井千
代子教授担当）を引き継ぎ、これをさらに（英語・幼児教育・経営の）全科
対象に発展させたものである’。
　すでに述べたように、今年のテーマは「わたしと『現代』」である（ちな
みに、昨年度は9月8日一ll日「女性と人生」）。
　このテーマは直接的には、昨年ドイツに一年問滞在し、当地での実生活の
中から生まれて来たものである。ドイツを含めた最近のヨーロッパの急激な
変化と、これに歩みを揃えるかのように沸き起こった世界や日本の急激な動
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きから思いついたテーマである。この点で、正直言って、本講座を企画した
私自身にとっては関心深いテーマであったが、同時に、内在的な必然性をも
つテーマでもあった2。むろん、聴講した学生諸君の多くもこうしたテーマ
に深い関心をもってくれていたことは、同時に実施したレポートからもはっ
きりと窺い知ることができる。ひとまずは本講座の目標のひとつ一「時代
にマッチしたテーマを教育のなかに取り入れる」一は合格した、と考えて
いる。
　本論文の狙いを明らかにするために、まず本講座の目的と方法を述べるこ
とにしよう。次の、便覧に述べた言葉を読んでもらいたい。
「［目的および概要］
　わたしたちの生活のなかでもっとも関心の深いくホットなテーマ＞を
選び出し、これを毎回、まったく分野のちがう先生たちが生の声で分析
し、皆さんと一緒に考えたいというのがこの講座の狙いです。講師は専
門も所属もさまざまにちがいます。したがって、アプローチの仕方も結
論も違うものになるはずです。皆さんは、こうしたテーマに自分でぶつ
かり、自分のオリジナルな視点を自分の言葉で表現するように努めて欲
しいと思います。
実は、こうしたオリジナルな言葉こそこれからの社会では重要なこと
だと考えます。大切なのは、従来の集団的な柔順さや和合ではなくて、
＜個性や創造性や反権力＞という世界共通の価値観の方なのです。
　今年は、「わたしとく現代＞」というテーマで6人の講師がさまざま
な方向から個性的なメスをいれます。
　このところ、世界が大きく変わりつつあります。ソ連の崩壊、東西ド
イツの統一、EUやINAF　TAの動き、民族主義や内戦の勃発、米国の
ジレンマ。これに歩調を合わせるかのように、日本の政治、経済、農業、
社会などが急速に変わりました。そればかりか、身近なところでも、政
治、宗教、文学、大学、企業など、従来価値ありとされてきたものが急
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速に大衆化し、わたしたちの目の前で崩れつつあります。一世界は大
変動期に入ったようです。
　本講座では、このような、変動しつつあるく現代＞を各講師の個性的
なメスを使って、生き生きと解剖してご覧にいれたいと思っています。」3
　この引用から明らかなように、本講義の力点は、新鮮なテーマ・多様な切
口・多彩な講師などにある。こうした教育方法は、この講座を開設するに当
たって文部省に提出した「新設科目の概要」の次の言葉に直接呼応している。
「・現在話題となっているさまざまな間題（たとえば女性論・エコロジー・
　民族問題・宗教など）からひとつを選び、これを中心テーマとして専
　門の違う幾人かの教員がそれぞれ自分の専門の立場から自由に講義す
　る。
・講義はひとつのテーマを文化・歴史・経済・宗教等の違いを通して立
　体的に展開されるが、とくに欧米諸国と我国との言語感覚の違いには
　力点をおきたい。
・最終日には、担当教員全員が出席し、その年のテーマを巡って学生と
　ディスカッションを行う。」
　この「概要」を実現するために本講座では、ホットなテーマ性はもちろん
のこと、多彩な講師・集中講義・視覚機材の利用・質疑応答・企画教員によ
る総括などを導入した。この点、通常の授業とは大きく異なる授業形態となっ
た。
　以下、本論文では、本講座の実践から浮かび上がった問題点（利点や欠点
なども含め）を総括的に展望したい。そのためにまず、本講座の内容を具体
的に概観することにしたい。ついで、これをもとに、学生諸君の声を拾いあ
げたい。最後に、成果、反省、そして今後の課題を展望したい。
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1、テーマ講座の具体的な展開
2、学生たちの声
3、成果、反省、そして今後の課題
　1．テーマ講座の具体的な展開
　以下に述べるような順序で本講座は展開されたが、実は一部予定を修正せ
ざるをえなくなった。第一日目の予定が大きく狂ったのだ。何はともあれ、
順序を追って具体的に説明したい。
第1日目（9月5日月曜日）テーマ「市民の見たく現代＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一小山市民の声」
　「現代」を考えるうえで絶対に忘れることのできないテーマ「戦争」を問
題とした。
　当初、小山市民に登場してもらい、「わたしの戦争体験」や「戦後の生活」
といった“生の証言．を予定していた。そのために、あらかじめ講師の人選
も入念に行ったが、残念ながら、直前の事故で参加不能になり、やむなく私
自身が反戦映画二本を使うことにした。
　ひとつは「誓いの休暇」（旧ソ連映画）であり、もうひとつは「わたしは
貝になりたい」（日本映画）である。
　選択の基準として、次のことを念頭に置いた。
1、歴史的な記録よりはドラマ性をもち、むしろ戦争の本質を考えさせる
　こと。
2、学生諸君が飽きないもの。
3、政治の視点でなく、庶民の視点で戦争を捉えたもの。
4、（恐らく）学生の多くが過去に見たことがない映画。
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5、有名な映画。
　当初、ドイツにおけるナチスの問題や、日本の戦争責任、アメリカの原爆
責任を間うもの、ベトナム戦争なども考え、「父と子の対話」（NHK）、「原
爆の子」なども考慮した。しかし多くの学生（17・18才）の知識や関心など
を考慮して、ドキュメンタリーや国家犯罪よりはドラマ・フィクションに限
定した方が適切だと判断した。理由はまた、実際問題として適当なビデオが
入手できないこともあった。
　第2日目（9月6日火曜日）テーマ「芸術に現れたく現代＞」
　関口浩先生（女子美術大学〉は、Wim　Wenders監督の映画「都市とモー
ドとビデオノート」を使って、現代都市の孕む問題を＜Identityの喪失の時
代＞として提出してくれた。この映画は、パリと東京を舞台にWendersと山
元耀司の対話からできている。
　パリと東京の、高速道路からの風景がまったく同じ、画一化したものであ
ることや、現在は服装とこれを着るひとの区別がなくなり、Identity（独自
性）が喪失されたと展開していく。August　Sander，．Antlitz　der　Zeit“
（1990）からの「ジプシー」と「菓子作りの職人」の2葉の写真は、今世紀
初頭におけるく職業と顔と服装の一致＞、つまりIdentityを教示するのに最
適で、極めて印象的だった。
「どの人も同じに見えます。だが、この時代には、人々の顔は、職業や経歴
そのものだった。名刺のようなものです。顔が名刺以上のことを語っていま
す。この人たちの顔をみていると…」。
これは山元耀次の言葉である。関口先生は次のように現代を描き出した。
1、高度工業社会　大量生産＝大量消費
2、職場の機械化・専門化＝手仕事・職人芸の衰退
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3、情報社会（マスコミ社会）方言の喪失（新幹線の駅、飛行機、町並、
　市役所はすべて画一化）労働と家庭生活の画一化＝飽食・退屈な人び
　　と　（大衆社会）
　そのひとらしさの喪失＝服装・顔・仕草　ビデオ社会・コピー
　第3日目（9月7日水曜日）テーマ「女性と現代」
　掛川典子先生（昭和女子大学）は、文化・社会におけるく性差の間題＞を
展開された。ご自身女性論の専門家である。まずご自分の高年齢出産から話
しははじまり、女子学生の就職難、均等法、育児休養法、セクシャル・ハラ
スメントなどがテーマとなった。セックスとジェンダーなど基本的な問題を
押えながら、家庭科の男女必修、民法改正による夫婦別姓と新たな離婚条件
の問題、社会における女性進出の問題等多岐にわたった。
　とはいえ、安易に、女性の自立を促し、ただ男性社会を攻撃するのではな
く、むしろく男女平等＞の実現がかえって女性にとっての不利になることも
多いことを実例を使って話された。
1、仕事をとるか家庭をとるか、といった問題は単なるく男女平等＞を越
　えて、女性の仕事に強くのしかかってくるということ。
2、就職において女性は現実に差別され、とくに昨今の不況ではこれは歴
　然とした間題である。
3、女性問題は深く文化の問題と結びついていること。
　第4日目（9月8日木曜日）テーマ「民族と現代」
　的場昭弘先生（神奈川大学）は、「国家の崩壊　ユーゴスラヴィアの場合」
と題して、目下西欧の喉元に突き付けられ刃物でもある“ユーゴ問題．を展
　　　　　　　　　　　　ヌ開した。話は、先生ご自身の留学経験をもとに具体的で説得力のある話題で、
どの話もはじめて耳にするものばかりであった。講義は、次のふたつのテー
マからなっていた。
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1、、旧ユーゴスラヴィアでの私の体験
2、旧ユーゴスラヴィア地域の今後の道
　まず、民族、言語、宗教、文化の対立構造を明示した。クロアチア人、セ
ルビア人、スロヴェニア人、ボスニア人、マケドニア人、ハンガリー人、ア
ルバニア人、イタリア人、ギリシア人といった多人種からなり、セルボ・ク
ロアチア語、スロヴェニア語、マケドニア語、ハンガリー語、アルバニア語
といった多言語に、カトリック、正教会、回教といった多宗教、オーストリ
アーハンガリー文化、オスマンートルコ文化といった多文化からなる、という。
こうした多種多様な国家はわれわれ日本人にはイメージしがたいが、しかし
アメリカ合衆国からしてすでにこうした多種多様な社会であり、こうした問
題点は一およそ世界に目を向けようとする以上一重要である。
　連邦国家としてのユーゴスラヴィアの矛盾や、チトー死去（1980年）後の
混乱について展開し、最後は、とくにE　Uとの関係を力説した。E　Uの動き
は現代ヨーロッパを考えるうえで避けて通れぬ問題であるが、ユーゴスラヴィ
アをはじめとした東欧社会があらたに、「ドイッを中心とする経済圏」を確
立するのではないか、という問題提起でおわった。地理や歴史に関する知識
を背景に説得的な講義であった。
　第5日目（9月9日金曜日）テーマ「現代人のこころの深層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一宗教と習俗」
　海上直士先生（国学院大学）は、「現代社会と神道」と「現代社会と神社」
とふたつに分けて、日本人の宗教、とくに神道の間題をわかりやすく説明し
てくれた。仏教やキリスト教と違い、神道はあまり話題とはされないが、逆
に、われわれ日本社会に深く神道が浸透していることを具体的に例示してく
れた。
　神道はそのままわれわれ日本人の生活や古典（『古事記』『日本書紀』など）
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とつながり、それだけに学生にとっても身近な話題であった。神道とは結局、
日本そのものだ、ということである。
その神観念を次のようにまとめた。
キリスト教
神の国（天国）
↑↑
現存在世界
↓↑
1国
地　獄
　　　　　神　道
たかまがはら　　　　ひ　　　わかみや高天原　　日の少宮（委任の済ん
　　　　　　　　　　　いざなぎ↓↑↓↑響
なかつくに　　　　とこ　　　　よ　　じょうみん中津国う常　　世（常民の世界
↓↑　　　ぐ　　　　　で顕著）
鎌菌
　鳥居の種類、神社での参拝作法、社殿の建築様式など具体的な話題を、手
元に配布した資料を使って詳しく説明した。
　最後に、アンケートをとり、自分の家の宗教・宗派、結婚式は神前か教会
かそれとも仏前かとか、「神様・天国・地獄」の存在を信じるかなどを学生
に書かせた。
　第6日目（9月9日金曜日）テーマ「何が終わり、そして何が始まるか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一現代思想の現場から」
上利博規先生（静岡大学）は「忘れられたファンタジー一エンデととも
に」と題して、現代の忙しさの中で失われたものを探り出してくれた。
　まず、ミヒャエル・エンデの『モモー時問どろぼうと、ぬすまれた時問
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を人間にとりかえしてくれた女の子のふしぎな物語』（岩波書店）を使って、
「1、現代の忙しさ　　　「時間がない！」」、「2、言葉」「3、現代とファン
タジー」という具合に展開した。
　「モモは犬や猫にも、コオロギやヒキガエルにも、いやそればかりか雨や、
木々にざわめく風にまで、耳をかたむけました。するとどんなものでも、そ
れぞれのことばでモモに話しかけてくるのです」。
　言葉を話すことの重要1生を指摘された。これは基本的人権とかいった空念
仏ではなくて、「声で相手に触れ、ひとつになること、ここに話しかけると
いうことがある」というのだ。「ことばを共有する」という竹内敏晴の言葉
も引かれた。
　「（4）こどもの詩」ではほぼ1枚半にわたって学生に子供の詩を読ませた。
これはどれもおもわず噴き出したくなるようなおもしろい、いかにも子供ら
しい詩ばかりであった。短いものをふたつ引こう。
　「はみがき」
はだかではをみがくと
ちんちんがゆれます
　「おふろ」
おふろにはいりました
おとうとが
おふろのなかでおしっこをしました
おとうさんは
おふろのなかでかおをあらいました
『モモ』や子供の詩などからの引用は極めて印象的であった。
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2、学生たちの声
　　常時出席した学生は登録学生（95人）のほぼ半数であった。
　これはまず出席を取らなかったことに原因があるが、カナダ研修旅行と日
程の一部が重なったり、夏休み気分が抜け切らなかったりしたことも原因し
ている、と考えられる。実際、講座中のざわめきはしばしば限度を越えるも
のがあった！とはいえ、集中講義である以上、安易に単位を取ろうとする学
生は避けられず、また本講座のようなハードなテーマに若い短大生諸君が常
時どれだけ関心を持ち続けうるか疑問がないわけではない。ともあれ、われ
われとしては学生の知的関心を考慮し、これをなるべく刺激するように務め
る必要がある。と同時に、学生の知識量にも考慮をはらう必要がある。学生
をひとくくりにく大学生＞ととらえ、画一的なマスプロ教育は避けるべきな
のだ。これは実際、毎年行っている、他大学を含めた夏季合宿においても痛
感することである。こうしたことから考えても、授業のやり方・時間数など
についても、中学校や高校教育も取り入れた抜本的な改革が急務だと提案し
たい。むろんこれは結果的には、学生やわれわれ教員のためにもなることで
ある。「大学」や「短期大学」の看板を誇らかに掲げ、画一的な教育を繰り
返すく空虚な時代＞ははやく終わってもらいたいものだ。
　ともあれ、学生諸君の意見を挙げよう。これは本講座終了後に提出された
レポートを素材としている。単位取得にかかわるレポートである以上、学生
の意見もかならずしも客観的なものではないと想像されるが、しかし本質的
な面は衝いていると考えられ、少なくともわれわれの今後の反省にはなる、
と信ずる。その理由は、レポートを提出した学生には無条件に単位を与える、
と最初から明言しており、この限り、学生諸君もより自由な発言が可能となっ
たはずだと考えられるからである。
　ちなみに、レポートの課題は次のものだった。
「テーマ講座の中で提起された問題群について、担当した講師の意見や問
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題提起をまじえながら、感想を書きなさい」。
以下、引用はすべて原文のままであるが、（）内は所属学科を意味する。
a．総括的な意見
　まず多くの学生が、この講座の趣旨を理解し、その都度深く思考しようと
したらしいことが窺われる。
　「これまでに、これ程多くの人から違った話を聞き、考えさせられる機会
が私にあっただろうか。恐らく、これが初めてのことだと思う」。（英語科）
　「…私は半年間受けてきたどの講義よりも内容の濃いものを吸収できたと
思っている」。（経営科）
　「テーマ講座では、1回1回、どのようなテーマを取りあげるのか楽しみ
だった」。（英語科）
　この学生は毎回「楽しみ」にしてくれたらしいが、その他にも、「自分自
身の心にひびいた」（経営科）という意見は多かった。
　「…毎回ジュースを持って受けた。ジュースを飲みながら、だからわり合
い気がるに偉い先生のすばらしい話を聞けた。気がるだから、緊張感が取れ、
友達と会話しているかのように、自然に耳に入り、感動したりした。来ない
人はまったく来なかったり、最初と最後の日しか出席しない人もいた。なの
で、聞きたい、学びたいと思う人達だけが、また一段と知識や感動を得るこ
とができた。私も毎回出席して頭も心も成長できたと思う。その上、この集
中講義のこのような受け方のできるシステムから、どの教科に対しても真剣
に聞き受けるということをすれば必ず、自分のためになるということも気づ
いた。…すばらしい変化があり良かったと思っている」。（経営科）
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　本講座では一私の授業はすべてそうだが　　、＜自由＞を基調としてい
る。リラックスして自分から自分の課題を見付け、これについて積極的に考
える。だから、ジュースなども許可するし、出席したくない学生（つまり、
授業料を払いたいという学生）にも自由を許している。すべての学生が能力
をもつとは限らないからだ。
　ともあれ、次のような深い洞察をした学生もいる。
　「5人の先生から、いろんな分野の話を聞くことができました。これらの
内容は、様々な分野から成り立っているけれども、上利先生が話の途中で他
の先生の名前を出したとおり、どこかしらみなに共通するものがあると思い
ました。いろんな分野をいろんな先生が研究しているが行きつくところは、
みな結局同じになる。なんか、とても素晴らしいことだと思います。たった
の6日間だったけれど、一度にいろんなことを知ったみたいで、受けて良かっ
たなと思いました」。（英語科）
　われわれ教員も、ただ一方的にく教える＞とか、＜自分の意見を押し付け
る＞とかするのでなく、学生の目の前でく自分の専門分野を披露すること＞
がいかに多くの学生の共感を生むか改めて学ぶべきであろう。むろん、ここ
で講義した教員はすでに学会などでも認められ、将来を嘱望された若き研究
者（すでに学位を取得した先生もいる）である。それだけに自信もあり、ま
た説得力もある（！）のではあるが。
　「今回のテーマ講座では、人間として生きていること、自分についてを考
えさせられた講義ばかりだった。…忘れてはいけないことは、時代に流され
ず、自分を見つめ続けること、自分を見失わないこと　　アイデンティティ
　　を大切にすることだ。難しいかもしれないけれど、いつまでも、自分で
あり続けるために」。（経営科）
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　「今回のテーマ講座の中でひとつのキーワードというか、訴えられたもの
があった。それは、毎回の講義の中で、どの先生もおっしゃっていた、＜ア
イデンティティ＞＝独自性という言葉だった。何か考えさせられる言葉であ
り、本当の意味は何なのだろうと、問いかけたくなる言葉だった。そして、
深く不思議な言葉と思った」。（経営科）
何とも適切なコメントだ。ただ脱帽するのみ。
　「最後に6日間、さまざまな先生方に出会えたこと、それとなにより情熱
的な的場先生に出会えたことが、最高の報酬であった」。（経営科）
うれしい言葉だ。しかし、こうした熱血漢はいつの世も受け入れられない！
b　各講座に対する声
第1日目
戦争という重いテーマを学生は真剣にとらえてくれた。
　「1回目のビデオの背景は、二つとも戦争だけれども、戦争の勝ち負けの
ことではなく、その時の人間の生活についてふれていたビデオだ。中でも一
本目のビデオの母と会えるまでの人間関係は、残酷な戦争時代の兵隊にも人
間として、一人の良心をもち、愛情をもつ人問であるということがわかった」。
（経営科）
戦争を政治や歴史の枠でなく、人間の問題として見ている。これはすばら
しい。外国経験を画面に重ねた学生もいる。
「私は今年の夏、カナダ研修に参加しました。多くのカナダ人と会話をし、
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触れ合って行くにつれて、私は世界が平和であることの大切さを痛切に感じ
ました。日本にいる問は、実は、こんな気持ちになったことは一度もありま
せんでした。また、世界平和であるとか、戦争について真剣に考えたことは
ありませんでした。しかし、一歩日本を出て、初めて海外に行ってみて、同
じ地球に多くの人々が共存していることがわかりました。そして、戦争がな
くなってほしいと心から思いました」。（英語科）
しかし、講師の突然の欠席は残念だった。多くの学生が、小山市民の戦時回
相談を聞きたかった。
　「講師の先生の体の具合が悪く、来ていただけなかったのが、とても残念
で仕方がありませんでした。というのは、私は、祖父母などと、一緒に暮ら
していないので、そのようなことを、聞くチャンスがほとんどないのです。…
できたら、もう一度、講師の先生を呼んで、テーマ講座のようなものを開い
てもらいたいな、と思っています」。（経営科〉
　＜戦争の風化＞が叫ばれているが、こうした体験を語り継ぐ手段はないも
のか。戦争反対や生命の貴さなどと言うのは簡単だが、こうした市民レベル
の体験を保存し、後世に伝えたい、と切に望む。
第2日目
ハワイ研修から帰国したばかりの学生が、こんな意見を述べている。
　「パリと東京を結んだ映像は関口先生が言ったように言われなければ都市
とは分からないほど似ていて驚きました。先日、私は学校の研修でハワイに
行きましたが、やはりどこか日本に似ていてホッとした詑憶がありました」。
（経営科）
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　人間が画一化し、都市も画一化する。飛行場や高速道路やホテル（やはり
これはカタカナ書きしかない！）は世界中皆同じなのだ。こうしたところを
転々と旅行してく世界旅行をした＞と思っている。その地のひとと話をせず、
その地の生活習慣は一瞥もせず、ひたすら買い物をする。ドルやエン、マク
ドナルドと三越デパート…。しかし、学生が言うように、これで意外と「日
本に似ていてホッと」しているのだ。＜国際化＞と口で言いながら、画一的
なくカタカナ世界＞を求めているだけなのだ。まさしくくアイデンティティ
＞の喪失だ。
　実際、アイデンティティの喪失には学生の関心も集中した。
　「二日目の芸術に関する講義中に見たビデオの中に出てきたく自分の場、
自分の価値を問い、自分が誰か、『アイデンティティ』を問う。＞という言葉
が心にひっかかり強く印象に残った。そして私は思った。世界中で、この世
の中で、私は一人しかいない。だから、＜私は私＞これから私はどんな考え、
価値感を持ち、どのようにいきるべきか、と」。（経営科）
　「…この映画の中で考えさせられたのがくアイデンティティ＞ということ
だ。よく耳にする言葉だが、本来の意味はよくわかっていなかった。＜独自
性＞と日本語に訳すということは分かったが、実際の意味とは何だろうか。
それはまだはっきりとは理解できていないのかもしれない。…わたしがもっ
と身近で強く考えさせられるのは、日本の教育についてだ。他の国々につい
てはよく分からないが、自分が今まで育ってきた管理教育の中でとても反発
感・不信感・疑問などを抱いていた。…表向きにはきれいごとをならべてい
ても、個性を尊んでいるなどとはとても思えなかった。…日本は技術などに
優れているが、発明者などがすくないのはこのような社会構成が悪い気もす
る。みんなそれぞれ違う人問なのだから、そろえようとする方が無理なのだ、
そんなことをすれば、逆に反動がきたり、もしくはそれが成功してしまえば、
つまらないコンピューターのような人間になってしまうと思う」。（英語科）
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　第3日目
　本学の学生は女性である以上、ぜひ女性論というテーマを講座に生かした
いと、考えていた。しかしまた、安易な男性攻撃や横暴な女性擁護論（巷で
はこうしたものが溢れているが）も芸のない話である。掛川先生はこの点要
点をきっちり押えている。また、その点を洞察した学生も多い。
　「はっきり言って話を聞くまでは、いやであった。なぜなら最近あるテレ
ビ番組で某大学の女性教授のく女性論＞を見てうんざりしたから。その教授
は女性であることを武器としている様に私の目に映ってしまった。今日の先
生もそういう人かなあと思ったが、まったくそんな感じはしなかった。そし
てすばらしいと思った所は、先生は仕事と家庭をきちんと両立させているこ
とで、仕事を優先させてしまう女性が多くなっているが、バランスよくさせ
てしまう先生は立派だと感心した。講演の中での話で、女性が不利な条件を
私たち女性もまだ気づいていないという話は、はっとさせられた。一体どん
な事があるのだろうかb今後はそれについてじっくりと考えるべきだと思う」。
（経営科）
　「3日目の講義は、正直言って、一番印象に残っていると同時に、深く考
えさせられた話でした。とても、身近なことだと、感じたからだと思います。
この日の講義は、書き切れないくらいです」。（経営科）
こんな体験論を吐露した学生もいる。
　「私は今まで柔道をやってきて、男性の体力に勝てないことは、嫌という
ほど経験してきた。それから、影での努力やすてきな汗や涙を見てきた。男
性は自分自身といつも戦っているように見えた。そして、自分に勝ち、相手
に勝っていたような気がする。私は、そういう場面をいくつも見てきて、自
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分は男性に比べて体力面でも精神面でも劣っていることを感じさせられてき
た。…そんななかで、弱さは認めたけれど、努力すること、目標に向かって
精一杯がんばること、やり貫くこと、自分自身に勝つことが大変なことであ
るということを学び、覚えた。これらのことが…本当にできたなら、男女差
別反対とか男女平等と胸を張って訴えない。そして、女性として、一人の人
問として大きく成長したい」。（経営科）
この就職難に結び付けた学生は多い。
　「不況と言われる中、この状態で自分を売りこむことはますます難しくなっ
ている。これを逆手にとって、自分が本当は何になりたいのかを女である点
をプラスにおきかえて考え直すことが、この社会をいきるのに最も重要なこ
とではないだろうか」。（経営科）
第4日目
　「実は、私はこの日を一番楽しみにしていた。哲学の講義のときから、ずっ
と的場先生にお会いしてみたいと思っていたからだろう。この日は、いつも
より気合いをいれてテーマ講座に行った。が、とても難しく、的場先生の話
を全て理解する気でいたのに、あまりの難しさに全てを理解することはでき
なかった。日頃、あまり新聞を読まないから理解できなかったのだろうと思
う」。（経営科）
　二日目の講座で言われたように、＜国際化＞と言いながらもく異文化体験
＞を極力避けるのが現代のく国際感覚＞だとすれば、旧ユーゴの話など避け
て通りたいのは理解できる。所詮蟻プロクルスデス。のベットなのだ。規格
に合わないものは切断したり、引き伸ばしたり…。この規格は何なのだろう
か。
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　「外国のことを本やテレビなどで学んだとしても、それは本当にその国の
ことを知るわけではない。実際に、自分で行って自分の目で見ることが大切
なのだ。本やテレビで知るのと実際に行くことでは全然違うということを知
りました」。（英語科）
　旧ユーゴ領域は特に宗教上の対立が厳しい、と的場昭弘先生が述べていた
が、これには学生も驚いたようだ。
　「私は以前から宗教の力はすごいものがあると思っていた。それは先生も
話されていたように、宗教に関して戦争まで行われている国が今だに存在す
るからである。そしてこれらの解決方法がないというのが現実であり、どう
なってしまうのだろうか」。（経営科）
　しかし、旧ユーゴ地域のような“マイナーな世界．に学生が関心をもつこ
とは難しいのも現実だ。こんな意見もある。
　「たいへん難しい話だけれど重要な話しで、私は話の内容を把握するので
精一杯だった」。（経営科〉
　しかし、逆に、「なんだかとても難しそうな感じがしていた授業だったけ
れど、的場先生の体験談をまじえながらの講義だったので、授業に溶け込み
やすいものだった。…話を聞いているうちに、だんだんと外国に対する不安
なんかが吹き飛んでいくような気分だった」。（経営科）
　こうした地域についての基礎知識が欠如している、と思わず批評したくな
るが、大切なのは知識ではなくて、関心である。つまり、ニュースを見る目
が変わればいいのだ。そして、こんなマイナーな地域にも関心を広げてくれ
ればいいのだ。
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　「講義は良かったです。もしかしたら一生行かないかもしれない国の人々
や、言語、歴史などを知ることができました。…今回の講義をきっかけに、
いろいろな知らない国にも目を向けてみようと思います。直接、交流したり、
その文化に触れてみたりしたいのです。それには言語の問題があります。し
かし、的場先生の話により、不安が少し消えました。分からなくても、身振
り手振りで多少のことは伝わります。心が通じれば、言葉が違っても交流が
できます」。（経営科）
　第5日目
　学生にかぎらず、宗教に関する知識は乏しい。とりわけ、神社に関する知
識は乏しい。いうなれば、＜自分の足元＞が見えないようなものである。
　「神社や寺など身近にありながら、まったくわからないことばかりで、ク
イズをやったときは、苦笑の連続であった。近所にも神社があるが、初参で
の時にしか立ち寄らない。現代、神社というものの存在を、しっかり見直す
べきではないかと思った」。（経営科）
　「私は宗教に深い関心を持っている。昨年の夏カナダにホームステイした
時の事がきっかけだ。ホストファミリーは熱心なキリスト教徒で、キリスト
教について詳しく話してくれた。それだけでなく、仏教についても大変な興
味を示し、いろいろな話を聞きたがった。私は質間攻めにあい、答えられず
もって行った資料を読んでもらったという経験がある。…あの時は自分が情
けないと思った」。（経営科）
　自分の家の宗教も宗派も分からない学生が多かったし、また神道と仏教の
区別もつかない学生もいた。しかし海上先生の出す実例は要点を衝いていた。
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　「日本人はよく教会で結婚式を挙げ、正月には神社へお参りに行ったりす
る。私自身も正月に神社へ行くし、何か困ったことがあるとく神様・仏様＞
と思うけれど実際にこの二つは良く考えてみると違うと分かった。このこと
から宗教に対する関心のなさが分かると思う。…最近靖国神社の参拝の問題
や、今年の猛暑による雨乞いなどがテレビや新聞で報道されている。これら
のことも宗教に関するものだと改めて認識した。宗教には関心がなく、ほと
んど無宗教だと感じていたが、考えてみると、宗教は身近なことと結び付い
ている。一見なさそうで奥まで考えると宗教とつながっていると分かった」。
（経営科）
ここまで気付けばたいしたものだ。
　「…堅苦しいお話になるのか心配だったが、ぜんぜんそんなことはなく、
宗教とその習慣の違いや、神道、自然についてお話下さり、それをクイズ形
式にして質問をし、さらにまたUFOについてもお話下さりとてもユニーク
で楽しかった」。（経営科）
　第6日目
　「6日目は、これまで講義してきたテーマの総まとめだったように思いま
す」。（経営科〉
　　実際、上利先生はテーマ講座の要点を総括するようなテンポで講義をす
すめた。
　「…普段忘れていたファンタジーを再認識するうえでとても楽しい講義で
した。ユーモア感あふれる発想は人間の心をとても優しいものにしてくれる
ような気がします。上利先生は、とても講義の進め方が良かったと思います。
せんせいあのねのねの子供の詩には、誰もが昔はもっていたとても新鮮な思
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いを表現していると思います。詩がストレートで決しておしゃれな詩ではな
いけれど、その感性豊かな表現力がより一層子供らしいと思います。これら
の詩を読んで急に子供に戻ったようなそんな気になりました。私は昔のこと
をよく覚えています。一・私はそれを覚えていようと思って覚えていたのでは
ないと思います。…それは文とか写真とか、そのような類いのものではなく
自然に自分にインプットされているように思えます」。（経営科）
　今回のテーマ「わたしとく現代＞」を通じて各講師が指摘した問題はこう
したくファンタジー＞の再認識によって活路が見いだされるのかもしれない。
簡単に言えば、現代の問題とはくファンタジー喪失＞の問題だと置き換える
ことができるのだ。こうしたファンタジーはしかし、教育などによって外か
ら与えられるものではない。やはり豊かな個人生活から生まれてくるのだ。
上記学生の言葉を使えば、「自然に自分にインプットされている」のだ。と
すればますます、家庭や地域、そして個人の幼児期が重要な出発点となる。
　「…子供の書いた文章には驚かされた。小学校1年生という年でこのよう
なことを考えているのか、と。もちろん率直で素直でかわいらしいものもあっ
たが。今はもう自分が幼いころ何をどう感じ考えていたかなど忘れてしまっ
た。これらの文を書いた子供達もいつの日か忘れてしまうのだろうか。そう
して大人になるのか」。（英語科）
　「＜おじいちゃん＞という詩が忘れられません。文法的には先生も言った
とおりちょっと変な部分がありますが、自分のおじいちゃんの死を思い出し
てしまいました。やはり、小学生の頃で死というものがよくわからず信じら
れなくなって涙も全然出ず、おじいちゃんの顔もあまり見ることができなかっ
たことがありました。でも、ちょっとしか見ることができなかったのにおじ
いちゃんを思い出すときはいつもその顔なのです。これが私のこどもである
部分の残っている場所なのかな、と」。（経営科）
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c．その他の意見
　「今回の講座のテーマはく現代＞についてだった。私にはちょっと難しす
ぎるのもあったが、素庫に共感し、受け入れられる事柄も多くあった。この
講座を受けたことでこれからの自分にどんな影響があるのか今は分からない
が、これからの人生においてよいものになることを望む」。（英語科）
　「テーマ講座を一週間聞いて、全体的に難しかったです。その他にも多民
族国の民族のいざこざや、神社の話をしてもらいましたが、知識というより、
常識不足でわからなかった所が多々あったのを恥ずかしく思いました」。（経
営科）
　「講義を受けて何よりもうれしかったことは、それぞれの先生方が私たち
のためにわざわざワープロなどで資料を作ってきて下さったりして、一生懸
命話をして下さった事だ」。（経営科）
　3．成果、反省、そして今後の課題
　　まず成果から述べることにしたい。文部省に提出した「新設科目の概要」
にはつぎの3点を挙げていた。
「・現在話題となっているさまざま問題（たとえば女性論・エコロジー・
　民族問題・宗教など）からひとつを選び、これを中心テーマとして専
　門の違う幾人かの教員がそれぞれ自分の専門の立場から自由に講義す
　る。
・講義はひとつのテーマを文化・歴史・経済・宗教等の違いを通して立
　体的に展開されるが、とくに欧米諸国と我国との言語感覚の違いには
　力点をおきたい。
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・最終日には、担当教員全員が出席し、その年のテーマを巡って学生と
ディスカッションを行う。」
明らかに、最初の二点は成功したと言えよう。
残念ながら、第三点は実現できなかった。これはひとつには遠方（ひとり
は静岡）から講師が集まっており、物理的に成立し得なかったこともあるが、
もうひとつの原因は資金的な問題である。
　とはいえ、たとえば、「テーマを巡って学生とディスカッション」という
ことを試みるとなると、実際にはほとんど無理だというのが現状であろう。
というのも、各講座の時間に質問の時間を設けたが、質問は皆無であったか
らである。ディスカッションが成り立つためには、教員の努力もさることな
がら、学生の努力・知識量も当然求められることになる。現状では、＜教員
が踊り、学生は見る＞というのが、寂しいながら、現実である。つまり、学
生はなにもしないで、ただく時間に応じた単位を配分する＞だけで終了する、
ということになるのだ。＜傍観者としての学生＞という状態を何とか改めな
いかぎり、こうした試みは常に挫折することになろう。これはむろん、テー
マ講座に限ったことではない。
　便覧に、「自分のオリジナルな視点を自分の言葉で表現するよう努めて欲
しい」と述べたが、これは見事に実現しなかった。
　ともあれ、テーマ講座のふたつの利点については述べて置きたい。
　まず、新鮮なテーマをほぼ同時代的な感覚で取り上げることができるとい
う点をあげたい。
　旧来の、専門分野を中心とした（特に一般教養を念頭に）ではどうしても
学説や知識の紹介に偏りがちで、現代のアクチュアルな問題を同時代的感覚
で取り扱うことは難しくなるきらいがあった。ことに、大学における授業数
は限られているにもかかわらず、学説や知識の量は相当な数に上るのが現状
である（多くの教科書の頁数を見よ）。こうした現実を前に、教師の多くは
一方的な（過去の）知識の紹介に陥り、これを聴く学生の方は受動的・単調
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な授業を耐えざるをえなくなる。このような授業ではどうしても学問の主体
性、具体的に言えば、「問う」・「興味をもつ」・「おもしろい」とかいっ
たく学ぶ者の原点＞が一教師・学生双方において一育ちにくくなる。画
一的な知識に窒息して、問い・工夫する喜びが阻害されるのである。こうし
た点を踏まえて言えば、新鮮なテーマをほぼ同時代的に取り扱うことができ
るというテーマ講座の利点は、教員・学生双方にく問いの主体性＞を確保す
ることに連なっているのである。学生はテーマを自分の問題と引き受け、教
員は自分の視点（旧来の学説ではなく）を披露・検証しつつ、同時に学生の
側からの反応を直接知ることができる。つまり、テーマをくうまく＞取り扱
うことができれば、学生は反応し、もしできなければ、学生は何も反応しな
いということにある。
　第二の利点として、連続してひとつのテーマに集中できる点をあげたい。
通年や半年の（週一回の）講義とちがい、短期間に集中して問題に取り組む
ことができるのである。
　「全ての講師の先生に共通していたのはldentity（独自性）ということだっ
た」。（英語科）
　学生の多くは問題点を的確に見抜いたし、また日々変わる視点の違いに期
待を寄せてもいる。これは大きな利点であろう。
　ここで学生の問題点も挙げたい。
　まず、学生の基本的な知識が欠如している点を挙げたい。これは深刻な問
題である。世界史や地理の知識がないばかりか、新聞などで話題となる一般
常識も大きく欠如している。そればかりか、テーマに食いついてこないこと
も多い、自分の知らないことは避け、自分に関係したことしか読み取ろうと
しない。だから多くの場合、「さっぱりわからない」といった結論になる。
そして結局、就職問題や情動的な感動に落ち着くことになる。知識や関心が
育たなければ、どんなに立派な講師の講義も無意味にならざるをえない。こ
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れではテーマ講座の目的は一挙に崩れるであろう。何しろ、テーマ講座の目
的は本来、こうした就職や感情のく狭い枠＞を超えて、もっと広い視点から
世界を見ることにあるのだ。
　しかし、学生を叱るだけでは片手落ちであろう。むしろ求められているの
は、初等教育にまでさかのぼる大胆な改革ではないだろうか。大切なのは、
学生の実態にあった教育システムを一各学校毎に　　作り上げて行くこと
なのだ。一般教養の大胆な組み替えはむろんのこと、専門分野も学生の資質
にあわせたものに変えて行くことが求められているのだ。ただし、ここで言
いたいのは知識の問題ではなく、あくまで関心の次元である。
　われわれ講師の側にも問題点がある。それは、短期問に多くの講師が集中
するあまり、場合によってはショー的な要素がどうしても前面にでてくると
いうことである。つまり、学生の関心を引く問題や視点を総花的に披露する
ことだけで終わってしまう恐れがあるというのだ。これにはやはり、主催者
側の入念な準備や人選が求められてこよう。同時に、従来の講義との有機的
な結び付きはぜひとも必要になってくる。講義の知識にもとづいてはじめて
テーマ講座も生きてくるのである。
　今回の経験で気付いた面白い点を最後に指摘したい。それは、各講義は独
立し、きわめて個性的であったにもかかわらず、常に連関が生まれてきたと
いう点である。二日目のくアイデンティティ＞の問題が女性の自立を準備し、
世界人口会議の宗教問題が日本の神道につながり、神道という宗教はさらに
旧ユーゴやヨーロッパの宗教対立に結び付いた。最終日のファンタジーは、
こうしたアイデンティティ喪失時代に対する回答のようなものを準備してく
れた。むろん、こうした問題が深く人間存在と結び付いている以上、一日目
の戦争の問題とつながっている。
　こうした問題が短期間に提起され、おおくの学生は消化不良をおこしてい
るようにも思える。とすれば、やはり最終日に講師全員によるディスカッショ
ンは必要なのだろうか。
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釈注
1　昨年度のテーマ講座については、『Hakuoh　College　News，第39号』「テーマ講
座「女性と人生」を終えて」（1993年向井千代子記）を参考のこと。
2　この問題については、『Hakuoh　CollegeNews，第40号』（1994年6月30日）に
投稿した「様々な人種、そして様々な言葉一ドイツ、いや欧州は多元的な地域な
のだ」を参照のこと。この投稿記事の中で、最近のE　Uの動き、市民たちの言語観、
学生の様子について詳しく論じている。また、市民大学講座（1994年ll月8－10日）
において、「新たな時代の『国際化』」と題して、6人の講師による連続6回の講演
を試みたが、これもこうした問題意識から生まれたものである。詳しくは、本論集
　に収載した講演記録「新たな時代の『国際化』」を参照のこと。
3　『平成6年度　講義要項』、白鴎女子短期大学、13頁
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